
JP 2009-541571 A5 2010.8.5

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年8月5日(2010.8.5)

【公表番号】特表2009-541571(P2009-541571A)
【公表日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2009-517393(P2009-517393)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/70     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4196   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/48    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   9/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/70    ４０５　
   Ａ６１Ｋ  31/4196  　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ｉ）
　（ａ）数平均分子量が４０００未満の乾燥ポリエチレンオキシド、
　（ｂ）炭素数５～２０の乾燥脂肪族ジオール、及び
　（ｃ）二官能性イソシアネート
を共に反応して得られる水膨潤性線状ポリマーと、
(ii)放出可能な薬学的活性剤
を含む、固形投与製剤用の薬剤放出制御組成物。
【請求項２】
　ポリエチレンオキシドが、当量２００～４０００ｇ／ｍｏｌのジオールである請求項１
に記載の組成物。
【請求項３】
　脂肪族ジオールが、炭素数５～１５のジオールである先行するいずれかの請求項に記載
の組成物。
【請求項４】
　脂肪族ジオールが、炭素数８～１５のジオールである請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　脂肪族ジオールが、１，６－へキサンジオール、１，１０－デカンジオール、１，１２
－ドデカンジオールまたは１，１６－ヘキサデカンジオールである請求項１に記載の組成
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物。
【請求項６】
　二官能性イソシアネートが、ジシクロヘキシルメタン－４，４－ジイソシアネート、ジ
フェニルメタン－４，４－ジイソシアネートまたは１，６－へキサメチレンジイソシアネ
ートである先行するいずれかの請求項に記載の組成物。
【請求項７】
　（ａ）：（ｂ）：（ｃ）の組成比が、当量換算で０．０１～０．１：１：１．０１～１
．１の範囲内である先行するいずれかの請求項に記載の組成物。
【請求項８】
　親水性ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）単位の含有量が、ポリマーの５０重量％未満
である先行するいずれかの請求項に記載の組成物。
【請求項９】
　疎水性ジオールの含有量が、ポリマーの２０重量％を超える先行するいずれかの請求項
に記載の組成物。
【請求項１０】
　ジイソシアネートの含有量が、ポリマーの２０～５０重量％である先行するいずれかの
請求項に記載の組成物。
【請求項１１】
　固形投与製剤が座剤、膣リングもしくはペッサリー、口腔挿入剤、または経皮吸収型パ
ッチである先行するいずれかの請求項に記載の組成物。
【請求項１２】
　固形投与製剤がインプラントである請求項１～１０のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
　活性剤が、分子量２００，０００以下の薬学的活性剤である先行するいずれかの請求項
に記載の組成物。
【請求項１４】
　活性剤が、分子量２００～２０，０００の薬学的活性剤である請求項１３に記載の組成
物。
【請求項１５】
　ポリエチレンオキシドを、脂肪族ジオールと共に真空下８５～１００℃で、溶解、乾燥
し、その後二官能性イソシアネートを添加することを含む先行するいずれかの請求項に記
載の水膨潤性線状ポリマーの製造方法。
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